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1。 は じめ に

今 日、我 々の生 活 にお ける衣 食住 は量 、質 と もに豊 か にな って きて い る。家 庭

や職 場 の そ う した変 化 に比 べ病 院 での特 に入 院患 者 の居 住性 の進 歩 は遅 々 と して

お り、先進 国の 中 で我 が国 の現状 は きわ め て低 い レベ ル にあ る とい える。

病 院 の設備 の中 で も診 断 、治 療機 器 の進 歩 は著 し く、研 究 開 発 が盛 ん に行 わ れ

て い るが 、入 院患 者 の 日常生 活 に大 き く関 わ つて い る看 護 を と りま く環 境 設 備 、

条 件 の整備 や看 護 用具 は 旧態 依然 と して い るの が現 状 で あ る。加 えて過 酷 な労 働

条 件 と慢性 的な人手 不足 の悪 循環 とい う状 況 の 中 で高 齢 化社 会 を迎 えて看 護 の需

要 が激 増 し、看 護 活動 領域 の拡 大 、専 門化 が期 待 され て い る。

病 院 のな りた ちにつ いて歴 史 的 にみ て も、欧米 に比 べ我 が 国 は宗 教 的 な背景 の

違 い もあ るが その発達 形態 に大 きな相 違 が あ る。 す な わ ち欧米 で は まず 、傷病 者

を看 とるための「生 活 の場 」 を提 供 し、 あ とか ら診 療 設 備 が加 わ つたが 、我 が 国

で は医師 の
・
1「 診 療 の場 」 と して外 来 が で き入 院設 備 も診 断 、治 療 の場 と して急 速

に発 展 した とい う経 緯 が ある。

近 代 看 護 の創 始 者 といわ れ る F.ナ イ チ ングー ル は今 か ら 130年 余 り前 に ク リ

ミヤ戦 争 での英 国陸軍 病 院 にお ける傷 病 兵 が お か れ た衛生 状 態 の惨状 を改 善 す る

ため に まず何 を したか とい うと「台所 を 5ヶ 所 、洗 濯 場 を lヶ 所 開設 した」 とあ

る。つ ま り流 し台 を設 置 したの で あ る。 もち ろん 、野 戦 病 院 と現在 の病 院 で は比

較 にな らな い面 も多 々あ るが患 者 の生 活 の場 と して の環 境条 件 を整 える事 が看 護

本来 の役割 で あ り、患 者 に対 す る直接 的 な看 護 と同様 に重要 な の で ある。

看 護 を展 開 して い く上 で絶 対 不可欠 な条 件 は 、 まず看 護 を受 ける患者 に とって

安 全 で安楽 な状 態 で 、 で きる限 り身体 に
°
苦 痛 や負担 を与 えず に看 護 を遂 行 して い

くこ とであ る。一 方 、実 際 に看 護 者 が業 務 を行 つて い く上 で 円滑 に効率 良 く実 施

され て いるか 、看 護 作業 時 の動 作 、姿 勢 な どに よる生 体 負担 を少 な くす る こ とや

安 全性 へ の配慮 が な され て い るか とい う とまだ まだ改善 すべ き問題 は多 い。

本研 究 では看 護 作業 の環境条 件 の うち、病 院 の流 し台 にお け る看 護者 の姿 勢 に

着 日 し、人 や もの を と りま く環 境 を効 率 良 く人 間 の身体 的特 性 、精神 的機 能 を基

に研 究 す る科学 で あ る人 間工 学 の観 点 か ら検 討 す る こ とに した。

2.研 究 目的

病 院 に お け る看 護 作 業 は 、長 時 間 の 立 位 や 前 屈 な ど 、 つ ら い姿 勢 を と る こ とが

多 い 。 そ の 中 で も 自分 で 動 け な い患 者 を ベ ッ ドか ら車 椅 子 に移 した り、 体 の 向 き

を変 え る (体 位 変 換 )な どベ ッ ド上 の 患 者 に対 して 行 な う作 業 は そ の 代 表 とい え


